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平成18年(2006年)度事業報告書及び決算報告書

Ⅰ 事業報告書
１ 理事会

○第59回

開催日 2006年5月20日（土）

出席理事 14人 書面表決者13人 計27人

出席監事 1人

議決事項 １．平成17年(2005年)度事業報告及び収支決算報告

２．寄付行為の変更

３．常務理事の職務代行順位について

○第60回

開催日 2007年3月24日（土）

出席理事 12人 書面表決者17人 計29人

議決事項 １．平成19年(2007年)度事業計画及び収支予算

２．平成18年(2006年)度予算の補正

３．評議員の補充

４．就業規程の改正

２ 評議員会

○第50回

開催日 2006年5月20日（土）

出席評議員 19人 委任36人 計55人

議決事項 １．平成17年(2005年)度事業報告及び収支決算報告

２．寄付行為の変更

○第51回

開催日 2007年3月24日（土）

出席評議員 22人 委任41人 計63人

議決事項 １．平成19年(2007年)度事業計画及び収支予算

２．平成18年(2006年)度予算の補正

３．就業規程の改正
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３ 指定管理事業

(1) 文学資料の収集・整理・保存及び公開

○資料委員会

期日 2006年11月４日(土)

出席委員 筧槇二、上笙一郎、紀田順一郎、清原康正、宮坂覺（書面回答：岡松和夫）

議題 １.今後の資料課事業計画案

中島敦文庫のDVD版目録については、中島敦の自筆資料に限定して画像を

収録し、研究家、一般の文学愛好家の利用に対応できる程度の画素数をめ

やすに製作。販売を前提とした刊行物とする。またそれ以降は、文庫の枠

を超えて特色あるテーマや分野の目録刊行を検討し、文庫資料全体の目録

は、寄贈者への顕彰用にのみ基本データについて簡易製本したものを数部

作成する。

２.その他

今年度資料の収集状況とともに、中野孝次資料、尾崎秀樹資料について追
加寄贈を機に41、42番目の文庫としたことを報告。

○寄贈

寄贈者 1,076名（尾崎鮎雄氏、唐沢隆三氏、櫻井毅氏、中野秀氏、野崎美智子氏、

福田逸氏、岩波書店、角川書店、講談社、嶋中書店、集英社、小学館、新潮社、筑摩書

房、中央公論新社、文藝春秋ほか)

図 書 5,910冊
雑 誌 5,888冊
特別資料 3,200件
計 14,998冊(件)

○購入 図 書 4,331冊
雑 誌 1,037冊
特別資料 5件
計 5,373冊(件)

○所蔵状況

図 書 421,815冊
雑 誌 426,583冊
特別資料 165,380件

登録資料小計 1,013,778冊(件)
未登録資料 約47,000冊(件)

計 約1,061,000冊(件) *登録資料はすべて閲覧が可能です。

寄託資料 9人 3,321件

○電算入力 (2006年度) (累計)

図 書 16,857冊 409,075冊 (登録資料の97.0%）
雑 誌 9,845冊 418,380冊 (登録資料の98.1%、タイトル18,778誌)
特別資料 15,929件 151,714件 (登録資料の91.7%)
計 42,631冊(件) 979,169冊(件)

*登録資料のうち、電算未入力分は手書き台帳による登録。
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○整理済点数

(2006年度) (累計)

図 書 9,511冊 116,426冊 (登録資料の27.6%）
雑 誌 9,845冊 418,380冊 (登録資料の98.1%）
特別資料 3,203点 86,422点 (登録資料の52.3%）
計 22,559点 621,228点

○その他の入力

◇図書管理替用データ作成 5,800冊

◇雑誌内容入力 767誌9,987冊について、雑誌各冊データの内容書誌を入力。

（累計：約50,000冊）

◇特別資料画像データ作成 中島敦資料について2,000点の画像を作成。

○閲覧室の利用状況

◇利用者数 2,584人(開室日数291日 一日平均9人)

◇レファレンス件数 296件

◇複写サービス 1,034件 43,712枚

○文庫目録第16集『滑川道夫文庫目録－１〈特別資料・雑誌〉』(B5判 本文224頁 500部)を刊

行し関係者に配布しました。

○特別資料の利用

◇資料の閲覧 118件 4,946点

◇資料の貸出 21件 625点

（山梨県立文学館｢辻邦生展｣ほか類似施設の特別展など）

◇写真の撮影 38件 395点

◇写真の貸出 81件 342点

○特別資料データのネット公開

自筆資料、書簡と2005年度受入データ計約77,000件がインターネット上で検索可能とな

り、2005年度までの全受入データが公開済みとなりました。

特別資料検索利用登録者 148人(累計459名)

(2) 資料の複製

○常設展示候補および館蔵資料の中から複製を作製しています。

＜作製資料＞

大岡昇平｢小林秀雄への弔辞｣、高浜虚子｢秋天の下に浪あり墳墓あり｣書軸、堀口大學広

津和郎宛封書(1通3枚)､小林秀雄広津和郎宛はがき(裏面)、川端康成｢雪月花時最思友｣

書軸、志賀直哉｢小説 清兵衛(梗概)｣原稿冒頭、開高健｢日本三文オペラ｣原稿、山本周

五郎今井達夫宛封書(1通3枚)

(3) 神奈川近代文学館ホームページの公開

○アクセス数 75,540件(うち、蔵書検索アクセス数 22,754件)
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(4) 展覧会の開催

○新収蔵資料展

会期・日数 4月1日(土) ～ 4月16日(日) 14日

＊同時開催 常設展 ｢文学の森へ 神奈川と作家たち」展 第1部－夏目漱石から萩

原朔太郎まで

編集委員 富岡幸一郎（以後常設展同）

観覧者数 516人(1日平均36人)

＊会期は3月11日(土)から

○特別展「生誕110年 吉屋信子展 －女たちをめぐる物語」

鎌倉ゆかりの作家として『花物語』など少女小説の第一人者として知られた吉屋信子の生涯を約500

点の原稿、書簡、自筆資料、遺愛品などの貴重な資料で展覧するとともに近代女性史に足跡を残した

女性たちとの多彩な交流も併せて展示し、手引き資料として図録(B5判 52頁)を製作しました。

会期・日数 4月22日(土) ～ 6月4日(日) 39日（4月21日(金)に内覧会を開催）

後援 ＮＨＫ横浜放送局、神奈川新聞社、ｔｖｋ(テレビ神奈川)

協賛 国書刊行会、神奈川近代文学館を支援する会
サポー ト

編集委員 安西篤子、岩淵宏子

観覧者数 7,488人(1日平均192人)

○企画展｢中野孝次展 －今ここに生きる｣

磯子区洋光台に居を構えた神奈川ゆかりの作家で、12年間にわたり財団法人神奈川文学振興会理事長

を務め、2004年７月に逝去した作家・中野孝次の生涯を概観する展覧会を開催し、手引き資料として

図録(B5判 36頁)を製作しました。

会期・日数 6月10日(土) ～ 7月30日(日) 44日

後援 ＮＨＫ横浜放送局、神奈川新聞社、ｔｖｋ(テレビ神奈川)

協賛 岩波書店､海竜社､講談社､集英社､草思社､文藝春秋、

神奈川近代文学館を支援する会
サポー ト

観覧者数 5,339人(1日平均121人)

＊同時開催 常設展 ｢文学の森へ 神奈川と作家たち」展 第2部－芥川龍之介から

中島敦まで

○常設展 ｢文学の森へ 神奈川と作家たち」展 第3部－太宰治､三島由紀夫から現代まで

会期・日数 8月5日(土) ～ 9月24日(日) 45日

観覧者数 2,176人(1日平均48人)

○特別展 ｢俳句 その魅力展―子規 漱石 虚子 井泉水 山頭火｣(荻原井泉水文庫受贈記念)

正岡子規の俳句革新以降、高浜虚子、飯田蛇笏、水原秋桜子、山口誓子らによって、現在も隆盛をき

わめている俳句の源流をたどりつつ、近代俳句から現代俳句に到るまでの27名の俳人の資料を中心に

展示し、手引き資料として図録(B5判 64頁)を製作しました。

会期・日数 9月30日(土) ～ 11月12日(日) 39日（9月29日(金)に内覧会を開催）

後援 (社)俳人協会、現代俳句協会、(社)日本伝統俳句協会、

角川書店・角川学芸出版、ＮＨＫ横浜放送局 、神奈川新聞社、

ｔｖｋ(テレビ神奈川)

協賛 神奈川近代文学館を支援する会
サポー ト

観覧者数 6,154人(1日平均157人)

○企画展｢露伴、茂吉、寅彦と小林勇展｣

岩波書店創設者・岩波茂雄の薫陶を受けた出版人・小林勇の足跡を幸田露伴、斎藤茂吉、寺田寅彦と

の交流を交えて展示し、手引き資料として図録(B5判 24頁)を製作しました。
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会期・日数 11月18日(土) ～ 1月14日(日) 44日（11月17日(金)に内覧会を開催）

後援 岩波書店、ＮＨＫ横浜放送局、神奈川新聞社、ｔｖｋ(テレビ神奈川)

協賛 神奈川近代文学館を支援する会、東京急行電鉄株式会社
サポー ト

観覧者数 3,427人(1日平均77人)

＊同時開催 常設展 ｢文学の森へ 神奈川と作家たち」展 第1部－夏目漱石から萩

原朔太郎まで

○常設展 ｢文学の森へ 神奈川と作家たち」展 第2部－芥川龍之介から中島敦まで

会期・日数 1月20日(土) ～ 3月4日(日) 39日

観覧者数 1,618人(1日平均41人)

○新収蔵資料展

会期・日数 3月10日(土) ～ 3月31日(土) 19日

観覧者数 866人(1日平均45人)

＊同時開催 常設展 ｢文学の森へ 神奈川と作家たち」展 第3部－太宰治､三島由紀

夫から現代まで 会期は4月15日(日)まで

(5) 会議室の利用状況

利用状況

会議室名 利用回数 利用人数 ＜利用回数の内訳＞
小会議室 233回 2,479人 講演会、読書会等 29回
中会議室 117回 3,550人 俳句会、短歌会等 124回
和 室 110回 1,173人 その他(文学関係) 40回
ホ ー ル 55回 6,164人 その他 322回

計 515回 13,366人

(6) 講演会・講座の開催(会場：ホール)

○｢生誕110年 吉屋信子展－女たちをめぐる物語｣講演会

期日 講師 演題 入場者数

5月3日(水･祝) 嶽本野ばら ｢吉屋信子の少女小説 218人

－『花物語』を中心に｣

○｢中野孝次展｣記念講演会

期日 講師 演題 入場者数

7月1日(土) 高橋一清 「作家･中野孝次の生き方 294人

－担当編集者28年の思い出」

○｢俳句 その魅力展｣講演会

期日 講師 演題 入場者数

10月14日(土) 長谷川櫂 ｢闘う人、虚子｣ 286人

10月21日(土) 村上 護 ｢山頭火の旅と俳句｣ 192人

○｢俳句 その魅力展｣記念俳句大会

期日 講師 内容 入場者数

10月20日(金) 星野 椿 投句選評会(一般)・講話 93人

10月22日(日) 復本一郎 投句選評会(ジュニア)・講話 48人

○｢露伴、茂吉、寅彦と小林勇展｣講演会

期日 講師 演題 入場者数

11月19日(日) 青木 玉 「小林勇さんのこと」 227人
小松美沙子 「一本の道」
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(7) 朗読会の開催(会場：ホール)

○｢生誕110年 吉屋信子展－女たちをめぐる物語｣朗読会

期日 朗読 作品 入場者数

4月30日(日) 五大路子 『徳川の夫人たち』より 206人

5月6日(土) 新井 純 『鬼火』『童貞女昇天』 116人

5月13日(土) 伊藤かずえ 『あの道この道』より 118人

(8) 展覧会図録の刊行

○特別展、企画展の手引き、資料として下記の図録を刊行し、希望者に頒布しました。

｢生誕110年 吉屋信子展－女たちをめぐる物語｣ (B5判 本文52頁 2,500部 頒価700円)

｢中野孝次展 －今ここに生きる｣ (B5判 本文36頁 2,000部 頒価600円)

｢俳句 その魅力展｣ (B5判 本文64頁 2,000部 頒価900円)

｢露伴、茂吉、寅彦と小林勇展｣ (B5判 本文24頁 1,500部 頒価600円)

(9) 文庫目録の頒布

○文庫目録第16集『滑川道夫文庫目録１〈特別資料・雑誌〉』(B5判 本文224頁 500部)を刊

行し、希望者に頒布しました。（平成19年3月25日刊行）

４ 自主事業

(1) 閲覧室ミニ展示

○特集・「桜」をめぐって

会期 4月1日(土) ～ 4月27日(木) ＊会期は3月1日(水)から

○特集・「音楽と文学」

会期 4月29日(土) ～ 6月29日(木)

○夏休み子ども特集・「スポーツと文学」

会期 7月1日(土) ～ 8月30日(水)

○特集・「忠臣蔵」

会期 11月1日(水) ～ 12月27日(水)

○特集・「お正月」

会期 1月5日(金) ～ 2月27日(火)

○特集・「豆本」

会期 3月1日(木) ～ 3月31日(土) ＊会期は4月26日(木)まで

＊ミニ展示の観覧者数は閲覧室利用者数で計上しています。

(2) 展示説明会の開催(会場：中会議室)

○｢生誕110年 吉屋信子展 －女たちをめぐる物語｣展示説明会

期日 解説者 入場者数

5月21日(日) 展示担当者 24人

5月27日(土) 〃 58人

○｢俳句 その魅力展｣展示説明会

期日 解説者 入場者数

11月4日(土) 展示担当者 28人

11月5日(日) 〃 18人
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(3) 神奈川近代文学館友の会

○会員に、機関紙の無料配布、展覧会への招待、文学講座等への優待を行いました。

会員956人

○友の会の会員の集いを開きました。(会場：中会議室)

期日 講話 演題 参加人数

6月4日(日) 東原武文 「古書の世界から見る日本の近代文学」 42人

○文学散歩－近隣施設や県内外の文学ゆかりの地を訪ねました。

◇吉屋信子展記念本郷文学散歩

コース：文京ふるさと歴史館・本郷界隈散策～上野精養軒～東京大学正門

～弥生美術館ほか

期日 参加人数

5月17日(水) 48人

5月26日(金) 48人

◇近隣博物館訪問

コース：横浜マリタイムミュージアム・帆船日本丸、海外移住資料館

期日 参加人数

6月15日(木) 14人

6月16日(金) 9人

◇俳句文学散歩

コース：鎌倉虚子立子記念館～虚子句碑～鎌倉文学館

期日 参加人数

11月2日(木) 41人

11月8日(水) 41人

○友の会文学講座－文学についての講座を開きました。(会場：中会議室)

期日 講師 演題 参加人数

8月19日(土) 鈴木健次 「私が会った作家たち」 52人

(4) 映画会の開催

○岩波映画上映会(会場：ホール)

期日 上映作品 入場者数

11月30日(木) ｢或る出版社五十年｣ほか 36人

12月1日(金) ｢教室の子供たち－学習指導への道－｣ほか 31人

(5) 文学展の制作・提供

○夏目漱石展[パッケージ販売]の制作・提供（共同制作：日本近代文学館）

◇徳島県立文学書道館

会期 4月29日(土) ～ 6月11日(日)

(6) 博物館実習、インターンシップの実施

○各大学から博物館実習生を受け入れました。

7月25日(火)～7月30日(日)の6日間 9大学 10人

○各大学からインターンシップ実習生を受け入れました。

7、8月のうち 11日間 1大学 1人

3日間 1大学 1人

5日間 高校教員 1人
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(7) 他館等への共催・後援・協力

① 共催事業

○文芸映画を観る会

共催 文芸映画を観る会

◇第1回：中野孝次展映画会

期日 上映作品 入場

7月15日(土) ｢ハラスのいた日々｣ 216人

7月16日(日) 〃 236人

◇第2回

期日 上映作品 入場者数

12月9日(土) ｢風船｣ 98人

12月10日(日) 〃 132人

◇第3回

期日 上映作品 入場者数

3月10日(土) ｢沓掛時次郎｣ 136人

3月11日(日) 〃 69人

② 後援事業

○横浜山手ヘフト祭

主催 横浜山手ヘフト祭実行委員会

期日 5月20日(土)

会場 横浜外国人墓地、山手ゲーテ座

○ゆめかながわシニアフェスタ｢第２回かながわシニア短歌大会｣

主催 かながわ長寿社会開発センター、神奈川県

大会 10月9日(月・祝)

会場 横浜市社会福祉センター｢ホール｣

○演劇公演｢ひとごろし｣（原作：山本周五郎）

主催 独騎の会

期日 10月15日(日)

会場 神奈川近代文学館 ホール

○中島敦の会講演会｢中島敦における《見る》ことについて｣

主催 中島敦の会

期日 11月3日(金・祝)

会場 神奈川近代文学館 ホール

③ 協力事業

○｢鈴木信太郎展｣

主催 財団法人そごう美術館、ＮＨＫ横浜放送局

期間 10月21日(土)～11月26日(日)

会場 そごう美術館

５ 文字・活字文化振興事業

(1) 講演会・講座の開催(会場：ホール)

○子ども読書活動推進フォーラム ｢私の本について話そう｣ 15

(共催：神奈川県子ども読書推進会議、神奈川県教育委員会)

期日 講師 演題 入場者数
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4月23日(日) きむらゆういち 『あらしのよるに』 236人

○春の文化講演会

(共催：(財)はまぎん産業文化振興財団、神奈川新聞社、ｔｖｋ(テレビ神奈川)、有隣堂)

（会場：はまぎんホールヴィアマーレ)

期日 講師 演題 入場者数

4月29日(土・祝) 永六輔 ｢誰かとどこかで｣ 478人

○｢私の本について話そう｣ 16

期日 講師 演題 入場者数

9月18日(月・祝) 夏目房之介 『孫が読む漱石』 231人

○子ども読書活動推進フォーラム

(共催：神奈川県子ども読書推進会議、神奈川県教育委員会、(財)はまぎん産業文化振興財団）

(会場：はまぎんホールヴィアマーレ)

期日 講師 演題 入場者数

10月28日(土) かこさとし ｢子ども、遊び、絵本｣ 402人

○文学散歩と湘南国際村・講演会

（共催：湘南国際村協会 協賛：三井不動産）

（会場：湘南国際村センター）

期日 講演会講師 演題 参加者数

2月25日(日) 新井満 ｢いのちについて｣ 127人

コース：岩殿寺～泉鏡花旧居跡～長者ヶ崎～湘南国際村

○｢私の本について話そう｣ 17

期日 講師 演題 入場者数

3月3日(土) 梁石日 『ニューヨーク地下共和国』 118人

○｢私の本について話そう｣ 18

期日 講師 演題 入場者数

3月18日(日) 斎藤栄 『湘南太平記』 185人

(2) 朗読会の開催(会場：ホール)

○秋の朗読コンサート(共催：語りと音楽｢花音｣)

期日 朗読 作品 入場者数

10月25日(水) 花音 ｢俳句その魅力展｣俳人たちの作品からほか 135人

○文芸朗読会

期日 朗読 作品 入場者数

12月24日(日) 篠田三郎 ｢網走まで」「或る朝」ほか 227人

(3) 文字・活字文化の日記念行事

○10月27日(金)当日に限り観覧料を無料にし、展示館開館時間を１時間延長しました。

○記念対談(会場：ホール)

期日 対談 演題 入場者数

10月27日(金) 荒俣 宏 「東西読書文化考」 124人

紀田順一郎

○閲覧室ミニ展示 特集・「当館の稀覯本から 明治大正期の稀覯詩集・詩雑誌」

会期 9月1日(金) ～ 10月29日(日)



- 10 -

○展示説明会(会場：展示館１階エントランスホール)

「俳句 その魅力展」 来場 45人

○バックヤード見学

参加：1回目＝4人、2回目＝2人

○プレゼント抽選

展示観覧者を対象に「俳句 その魅力展」などの図録、ミュージアムグッズを抽選でプ

レゼントしました。

(4) 子ども向け行事

○ミュージアム・クイズ・ラリー －YOKOHAMA2006

県立歴史博物館など中区・西区内の17館で協力して夏休みの子ども向け企画として開催し

ました。

期間 参加来館者

7月17日(月・祝)～8月31日(木) 122人

○かなぶんキッズクラブ「夏休み子ども映画会」(会場：ホール)

期日 上映作品 入場者数

7月27日(木) 「森のおじいさんと３つのものがたり」 65人

「リトルツインズ」

7月28日(金) 「プーさんと大あらし」 90人

「三ねん寝太郎」

7月29日(土) 「オバケちゃん」 39人

「ふたりのローラ」

○かなぶんキッズクラブ読み聞かせ会(会場：ホール)

期日 出演 作品名 入場者数

8月26日(土) よこはま文庫の会 「１１ぴきのねこ」ほか 57人

○かなぶんキッズクラブ「紙芝居がはじまるよ！」(会場：中会議室)

期日 出演 作品名

3月31日(土) 山下康 「北風のくれたテーブルかけ」ほか 48人

(5) 映画会の開催

○ビデオ上映会(会場：中会議室)

期日 上映作品 入場者数

8月6日(日) ｢被爆とわたくし｣(林京子講演・インタビュー記録ビデオ) 9人

(6) 神奈川近代文学館を支援する会
サポート

会員数108名(119口)

○特別展への協賛

○紹介状等により会員を募り、会員に特別展等の広報協力を呼びかけました。

○｢神奈川近代文学館を支援する会｣総会・懇親会
サポー ト

期日 会場 出席者

5月20日(土) 崎陽軒本店 会員：9人 理事・評議員：13人
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(7) 啓発広報事業

○機関紙の発行

機関紙｢神奈川近代文学館｣第92号から第95号を4､7､10月､平成19年1月に発行しました。

○文字･活字啓発資料の発行

神奈川近代文学館を支援する会の一部企業のサポートを受け、文学館パンフレットを制
サポー ト

作。

(8) 生涯学習支援事業、他館等への共催・後援・協力

① 共催事業

○神奈川県高等学校文化連盟パネル展(共催 神奈川県高等学校文化連盟)

期間 パネル展名称 入場者

8月18日(金) ｢神奈川近代文学館 館蔵逸品展｣ 230人

○県内公共図書館巡回パネル展1 (共催 神奈川県立図書館)

期間 パネル展名称 入場者

4月8日(土)～6月7日(水) ｢日本の童謡｣ 840人

○県内公共図書館巡回パネル展2 (共催 南足柄市立図書館)

期間 パネル展名称 入場者

8月9日(水)～8月31日(木) ｢日本の童謡｣ 260人

○県内公共図書館巡回パネル展3 (共催 湯河原町立図書館)

期間 パネル展名称 入場者

9月21日(木)～9月30日(土) ｢日本の童謡｣ 157人

○県内公共図書館巡回パネル展4 (共催 箱根町社会教育センター)

期間 パネル展名称 入場者

10月4日(水)～11月29日(水) ｢日本の童謡｣ 2,140人

○県内公共図書館巡回パネル展5 (共催 神奈川県立図書館)

期間 パネル展名称 入場者

10月13日(金)～12月13日(水) ｢夏目漱石｣ 1,566人

○県内公共図書館巡回パネル展6 (共催 小田原かもめ図書館)

期間 パネル展名称 入場者

1月13日(土)～2月12日(月・祝) ｢日本の童謡｣ 3,000人
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６ 役員等に関する事項

(1) 顧問に関する事項(平成19年3月31日現在)

○顧問数

６人

○顧問名簿

阿川 弘之 安西 篤子 庄野 潤三

中田 宏 松沢 成文 三浦 朱門

(2) 役員に関する事項(平成19年3月31日現在)

○役員数

理 事 長 １人 常務理事 5人

理 事 30人 監 事 3人

○役員名簿

(理 事 長)

紀田順一郎

(常務理事)

三木 卓 山田 宗睦 岡松 和夫

荻野アンナ 川本 三郎

(理 事)

新井 満 井上ひさし 大岡 信

大庭みな子 尾崎左永子 加藤 種男

上 笙一郎 川西 政明 清原 康正

黒井 千次 小泉浩一郎 紅野 敏郎

佐江 衆一 早乙女 貢 島田 雅彦

司 修 富岡幸一郎 鳥居 邦朗

馬場あき子 林 京子 藤沢 周

二見 研一 三好 徹 山田 太一

(監 事)

竹口 秀夫 永峰 潤 松崎鉄之介
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(3) 評議員に関する事項(平成19年3月31日現在)

○評議員数

77人

○評議員名簿

青野 聰 赤瀬川 隼 赤塚 行雄

荒俣 宏 伊井 直行 飯塚 容

伊豆 利彦 井上 弘 入沢 康夫

内田四方蔵 江森 國友 遠藤 祐

太田 治子 大屋 幸世 筧 槇二

笠原 淳 加島 祥造 勝又 浩

禿 慶子 川添 猛 河竹登志夫

川端香男里 川村 湊 北方 謙三

倉 和男 紅野 謙介 小島 直記

小玉 晃一 小山 文雄 三枝 昂之

斎藤 栄 櫻田 滿 佐藤さとる

佐藤 宗子 篠原 あや 篠原慎一郎

嶋村ただし 清水 基吉 志村 有弘

新保 祐司 鈴木 健次 高木 博

鷹羽 狩行 高橋 治 千葉 俊二

辻原 登 津田 信治 槌田 満文

十川 信介 長崎源之助 長島 三芳

縄田 一男 南原 幹雄 新倉 俊一

西川杏太郎 畑 有三 馬場 洋一

春名 徹 日高 昭二 福田 美鈴

復本 一郎 富士川義之 古屋 健三

松信 裕 黛 まどか 水原 紫苑

宮坂 覺 諸角せつ子 八木 幹夫

山崎 洋子 山中 恒 山梨 俊夫

山本 道子 吉田 大成 吉田 秀和

林 淑 美 涌田 佑
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(4) 顧問・役員・評議員の異動に関する事項

○顧問の異動

就 任

顧 問 安 西 篤 子 18. 4. 1
〃 三 浦 朱 門 18. 4. 1

○役員の異動

就 任 退 任

理 事 長 紀田順一郎 18. 4. 1 理 事 長 安 西 篤 子 18. 3. 31

常務理事 荻野アンナ 18. 4. 1 理 事 三 浦 朱 門 18. 3. 31
〃 川 本 三 郎 18. 4. 1 〃 水 木 初 彦 18. 3. 31

理 事 新 井 満 18. 4. 1 死 去
〃 川 西 政 明 18. 4. 1
〃 藤 沢 周 18. 4. 1 理 事 城 山 三 郎 19. 3. 22

○評議員の異動

就 任 退 任

評 議 員 小 島 健 一 18. 4. 1 評 議 員 新 井 満 18. 3. 31
〃 斎 藤 栄 18. 4. 1 〃 尾 形 仂 18. 3. 31
〃 篠原慎一郎 18. 4. 1 〃 郷 静 子 18. 3. 31
〃 馬 場 洋 一 18. 4. 1 〃 鈴 木 恒 夫 18. 3. 31
〃 復 本 一 郎 18. 4. 1 〃 滝 藤 満 義 18. 3. 31
〃 松 信 裕 18. 4. 1 〃 藤 沢 周 18. 3. 31
〃 嶋村ただし 19. 1. 1 〃 牧 内 良 平 18. 3. 31

〃 小 島 健 一 18.12. 31

死 去

評 議 員 石 井 茂 18. 5. 1
〃 米 原 万 里 18. 5. 25
〃 木村尚三郎 18. 10. 17



<事業活動収支の部>
<事業活動収入> （単位　円）

大科目 中科目 予　算　額 補正予算額 合　　　計 決　算　額 差　　　異

基本財産運用収入 891,000 0 891,000 756,600 134,400

基本財産利息収入 891,000 0 891,000 756,600 134,400

特定資産運用収入 532,000 500,000 1,032,000 1,161,736 △ 129,736

特定資産利息収入 132,000 0 132,000 264,086 △ 132,086

著作権料収入(財団) 400,000 500,000 900,000 897,650 2,350

会費収入 2,830,000 0 2,830,000 2,944,000 △ 114,000

友の会費収入 1,730,000 0 1,730,000 1,754,000 △ 24,000

支援する会会費収入 1,100,000 0 1,100,000 1,190,000 △ 90,000

指定管理料等 408,742,000 0 408,742,000 408,742,000 0

近代文学館維持運営費収入 149,498,000 0 149,498,000 149,498,000 0

近代文学館事業収入 249,208,000 0 249,208,000 249,208,000 0

文字活字文化振興事業受託収入 10,036,000 0 10,036,000 10,036,000 0

事業収入 18,598,000 0 18,598,000 17,854,645 743,355

利用料金収入 6,274,000 0 6,274,000 5,774,790 499,210

事業収入(指定管理) 4,020,000 0 4,020,000 4,603,800 △ 583,800

自主事業収入 6,420,000 0 6,420,000 6,022,675 397,325

文字活字文化振興事業収入 1,884,000 0 1,884,000 1,453,380 430,620

立替金収入 455,000 0 455,000 129,680 325,320

立替金収入(指定) 455,000 0 455,000 129,680 325,320

寄付金収入 0 4,000,000 4,000,000 4,110,000 △ 110,000

寄付金収入(財団) 0 0 0 10,000 △ 10,000

寄付金収入(指定) 0 4,000,000 4,000,000 4,000,000 0

寄付金収入(文字) 0 0 0 100,000 △ 100,000

雑収入 200,000 1,200,000 1,400,000 1,758,677 △ 358,677

受取利息収入 0 0 0 56,001 △ 56,001

受取証券運用収入 0 0 0 0 0

雑収入 200,000 1,200,000 1,400,000 1,702,676 △ 302,676

（事業活動収入計） 432,248,000 5,700,000 437,948,000 437,457,338 490,662

補正は著作権料収入の増

備　　　　　考

補正は寄付金収入の増

決　算　報　告　書
収　支 計 算 書

平成18年４月１日から平成19年３月31日

補正は販売受託手数料ほかの増



<事業活動支出> （単位　円）

大科目 中科目 予　算　額 補正予算額 流　用　額 合　　　計 決　算　額 差　　　異 備　　　　　考

財団本部費 9,373,000 1,200,000 0 10,573,000 10,562,221 10,779

報酬 1,680,000 0 0 1,680,000 1,680,000 0

人件費 4,432,000 0 135,863 4,567,863 4,567,863 0

租税公課 242,000 200,000 0 442,000 442,000 0
補正は租税公課未払分
の増

会議費 1,299,000 0 △ 135,863 1,163,137 1,159,080 4,057

事務費 1,720,000 1,000,000 0 2,720,000 2,713,278 6,722 補正は事務費支出の増

使途指定寄付金支出 0 0 0 0 0 0

文字活字文化振興事業費 13,020,000 0 0 13,020,000 12,767,144 252,856

人件費 6,638,000 0 0 6,638,000 6,638,000 0

租税公課 362,000 0 0 362,000 362,000 0

事業費 2,200,000 0 261,000 2,461,000 2,459,919 1,081

刊行物出版費 2,920,000 0 △ 166,500 2,753,500 2,752,502 998

事務費 900,000 0 △ 94,500 805,500 554,723 250,777

指定管理費 409,455,000 4,000,000 0 413,455,000 413,212,814 242,186

人件費 228,253,000 0 0 228,253,000 228,253,000 0

消費税等 12,247,000 0 0 12,247,000 12,247,000 0

事務費 1,969,000 0 345,500 2,314,500 2,311,608 2,892

維持費 104,656,000 0 0 104,656,000 104,542,216 113,784

資料管理業務電算化事業費 22,437,000 0 △ 664,500 21,772,500 21,675,407 97,093

資料調査・収集・整理費 2,420,000 0 △ 403,000 2,017,000 1,995,171 21,829

展示費 28,643,000 2,000,000 716,500 31,359,500 31,353,376 6,124 補正は展示費の増
資料等整備費 8,830,000 2,000,000 5,500 10,835,500 10,835,036 464 補正は資料購入費の増

<事業活動支出計> 431,848,000 5,200,000 0 437,048,000 436,542,179 505,821

<事業活動収支差額> 400,000 500,000 900,000 915,159



<投資活動収支の部>

<投資活動収入> （単位　円）

大科目 中科目 予　算　額 補正予算額 合　　　計 決　算　額 差　　　異

基本財産取崩収入 0 0 0 150,000 △ 150,000

定期預金取崩収入 0 0 0 150,000 △ 150,000

特定資産取崩収入 0 0 0 31,850,000 △ 31,850,000

退職給付引当資産取崩収入 0 0 0 31,850,000 △ 31,850,000

<投資活動収入計> 0 0 0 32,000,000 △ 32,000,000

<投資活動支出>

基本財産取得支出 0 0 0 150,000 △ 150,000

定期預金取得支出 0 0 0 150,000 △ 150,000

特定資産取得支出 400,000 500,000 900,000 32,738,979 △ 31,838,979

退職給付引当資産取得支出 0 0 0 31,831,868 △ 31,831,868

広津基金預金取得支出 400,000 500,000 900,000 907,111 △ 7,111

<投資活動支出計> 400,000 500,000 900,000 32,888,979 △ 31,988,979

<投資活動収支差額> △ 400,000 △ 500,000 △ 900,000 △ 888,979

<当期収支差額> 0 0 0 26,180

前期繰越収支差合計額 8,273 0 8,273 8,273

次期繰越収支差合計額 8,273 0 8,273 34,453

備　　　　　考

補正は広津基金預金支出の増



総括表 （単位：円）

非収益事業 収益事業 内部取引消去

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増益の部

(1)経常収益

基本財産運用益 756,600 0 756,600 0 0 756,600

特定資産運用益 264,086 907,111 1,171,197 0 0 1,171,197

受取会費 1,754,000 0 1,754,000 0 1,190,000 2,944,000

事業収益 2,669,095 3,353,580 6,022,675 409,084,590 11,489,380 426,596,645

受取寄付金 10,000 0 10,000 4,000,000 100,000 4,110,000

雑収益 46,540 1,702,676 1,749,216 129,680 0 1,878,896

他会計からの繰入額 672,419 0 △ 672,419 0 0 0 0

経常収益計 6,172,740 5,963,367 △ 672,419 11,463,688 413,214,270 12,779,380 437,457,338

(2)経常費用

事業費 0 0 0 413,212,814 12,767,144 425,979,958

管理費 5,271,273 4,489,839 9,761,112 0 0 9,761,112

他会計への繰出額 0 672,419 △ 672,419 0 0 0 0

経常費用計 5,271,273 5,162,258 △ 672,419 9,761,112 413,212,814 12,767,144 435,741,070

当期経常増減額 901,467 801,109 0 1,702,576 1,456 12,236 1,716,268

　２．経常外増減の部

(1)経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0

(2)経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 901,467 801,109 0 1,702,576 1,456 12,236 1,716,268

一般正味財産期首残高 8,915,264 0 0 8,915,264 0 0 8,915,264

一般正味財産期末残高 9,816,731 801,109 0 10,617,840 1,456 12,236 10,631,532

Ⅱ　指定正味財産増減の部

一般正味財産への振替額 0 0 0 0 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 58,000,000 0 0 58,000,000 0 0 58,000,000

指定正味財産期末残高 58,000,000 0 0 58,000,000 0 0 58,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 67,816,731 801,109 0 68,617,840 1,456 12,236 68,631,532

正味財産増減計算書
平成18年4月 1日から平成19年3月31日

科　　　　　目
特別会計-神奈川近
代文学館指定管理

事業

文字活字文化振
興事業受託

合　　計財団本部合計
財団本部



総括表 （単位：円）

非収益事業 収益事業

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

現金預金 1,561,646 1,561,646 20,200,187 3,091,028 24,852,861

前払金 598,204 598,204 493,692 53 1,091,949

有価証券 42,060 42,060 0 0 42,060

前渡金 0 0 0 0 0

立替金 0 0 0 0 0

商品 0 698,523 698,523 0 0 698,523

貯蔵品 0 102,586 102,586 0 0 102,586

流動資産合計 2,201,910 801,109 3,003,019 20,693,879 3,091,081 26,787,979

　２．固定資産 0

基本財産 58,000,000 58,000,000 0 0 58,000,000

特定資産 78,822,770 78,822,770 11,439,204 45,512 90,307,486

固定資産合計 136,822,770 0 136,822,770 11,439,204 45,512 148,307,486

　　資　産　合　計　 139,024,680 801,109 139,825,789 32,133,083 3,136,593 175,095,465

Ⅱ　負債の部 0

　１．流動負債 0

未払金 700,475 700,475 17,990,369 2,106,441 20,797,285

前受金 1,015,000 1,015,000 167,600 810,960 1,993,560

預り金 465,674 465,674 2,534,454 161,444 3,161,572

流動負債合計 2,181,149 0 2,181,149 20,692,423 3,078,845 25,952,417

　２．固定負債 0

退職給付引当金 69,026,800 69,026,800 11,439,204 45,512 80,511,516

流動負債合計 69,026,800 0 69,026,800 11,439,204 45,512 80,511,516

　　　負債合計 71,207,949 0 71,207,949 32,131,627 3,124,357 106,463,933

Ⅲ　正味財産の部 0

　１．指定正味財産 0

寄付金 58,000,000 58,000,000 0 0 58,000,000

指定正味財産合計 58,000,000 0 58,000,000 0 0 58,000,000

（うち基本財産への充当額） (58,000,000) (0) (58,000,000) (0) (0) (58,000,000)

（うち特定資産への充当額） (0) 0 0 0

　１．一般正味財産

一般正味財産 9,816,731 801,109 10,617,840 1,456 12,236 10,631,532

寄付金 0 0 0 0 0

一般正味財産合計 9,816,731 801,109 10,617,840 1,456 12,236 10,631,532

（うち基本財産への充当額） (0) (0) (0) (0) (0) (0)

　　 （うち特定資産への充当額） (9,814,102) (0) (9,814,102) (0) (0) (9,814,102)

正味財産合計 67,816,731 801,109 68,617,840 1,456 12,236 68,631,532

　　負債及び正味財産合計 139,024,680 801,109 139,825,789 32,133,083 3,136,593 175,095,465

貸　借　対 照 表
平成19年3月31日 現在

財団本部
財団本部合計科　　　　　　　目

特別会計-神奈川近
代文学館指定管理事

業

文字活字文化振興事
業受託 合　　計



総括表
摘　　　要

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産

現金預金
小口現金 小口現金 152,489
普通預金 三菱東京UFJ銀行 横浜中央支店(指) 20,266,554

横浜銀行　県庁支店 691,052
三菱UFJ信託銀行 神奈川営業部(本) 436,730
三菱東京UFJ銀行 横浜中央支店(本・文) 3,306,036

　　現金預金合計 24,852,861
前払金 期間建運送保険等 1,091,949
有価証券 みずほｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券　横浜支店 14,514

大和証券　横浜支店 10,322
日興ｺｰﾃﾞｨｱﾙ証券　横浜駅前支店 17,224

　　有価証券合計 42,060
前渡金 0
立替金 0
商品 698,523
貯蔵品 102,586

　　　　流動資産合計 26,787,979
　２．固定資産
　　(1)基本財産

定期預金 横浜銀行　県庁支店 1,000,000
三菱UFJ信託銀行 神奈川営業部(本) 150,000

投資有価証券 神奈川県債 36,850,000
横浜市債 20,000,000

　　　基本財産合計 58,000,000
　　(2)特定資産

退職給付引当資産
普通預金 三菱東京UFJ銀行 横浜中央支店(本・文) 472,512

三菱東京UFJ銀行 横浜中央支店(指定) 11,439,204
横浜銀行　県庁支店 4,248,633
三菱UFJ信託銀行 神奈川営業部(本) 12,472,047

定期預金 三菱UFJ信託銀行 神奈川営業部(本) 30,850,000
投資有価証券 神奈川県債 3,000,000

横浜市債 1,981,868
みずほｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券　横浜支店 3,152,920
大和証券　横浜支店 2,876,200
日興ｺｰﾃﾞｨｱﾙ証券　横浜駅前支店 10,000,000

　　退職給付引当資産合計 80,493,384
広津基金引当資産

普通預金 三菱UFJ信託銀行 神奈川営業部(本) 5,988,632
投資有価証券 野村證券MMF　川崎支店 3,825,470

　　広津基金合計 9,814,102
　　　特定資産合計 90,307,486

　　　　固定資産合計 148,307,486

　　資　産　合　計　 175,095,465
Ⅱ　負債の部
　１．流動負債

未払金 電気機械保守環境衛生委託料、清掃業務委
託料、展示映像機器賃借料、電算機器賃借
料 等

20,797,285

前受金 前受会費等 1,993,560
預り金 3,161,572

　　　　流動負債合計 25,952,417
　２．固定負債

退職給付引当金 80,511,516

　　　　固定負債合計 80,511,516

　　負　債　合　計　 106,463,933

　　正　味　財　産　 68,631,532

科　　　目 金　　額

財 産 目 録
平成19年3月31日 現在



１　重要な会計方針
（１） 有価証券の評価基準及び評価方法について
      有価証券…総平均法による原価法を採用しています。

（２） 棚卸資産の評価基準及び評価方法

（３） 引当金の計上基準
　　　自己都合による期末退職給与の要支給額に相当する金額を計上しています。

（４） リース取引の処理方法
　　　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リー
　　　ス取引については、通常の賃貸借取引にかかる方法に準じた会計処理によっています。

（５）消費税等の会計処理

２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高                　

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は次のとおりです。  (単位 円)

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

1,150,000 0 0 1,150,000

56,850,000 0 0 56,850,000

58,000,000 0 0 58,000,000

68,599,800 11,893,584 0 80,493,384

8,906,991 907,111 0 9,814,102

77,506,791 12,800,695 0 90,307,486

135,506,791 12,800,695 0 148,307,486

３　基本財産及び特定資産の財源等の内訳                　

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は次のとおりです。  (単位 円)

1,150,000 1,150,000 0

56,850,000 56,850,000 0

58,000,000 58,000,000 0 0

80,493,384 80,493,384

9,814,102 9,814,102

90,307,486 0 9,814,102 80,493,384

148,307,486 58,000,000 9,814,102 80,493,384

財務諸表に対する注記

当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対応
する額）

基本財産

定期預金

小　　計

小　　計

特定資産

広津基金引当資産

小　　計

退職給付引当資産

広津基金引当資産

投資有価証券

小　　計

基本財産

定期預金

投資有価証券

科　　　目

合　　計

　　　商品・貯蔵品　先入先出法による低価法を採用しています。

　　　消費税等の会計処理は税込み方式によっています。

科　　　目

合　　計

特定資産

退職給付引当資産


